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平成7年度交通安全スローガン

出かけに言ってたかあさんが、

て|オつをぬ==
ヌL

春の交通安全運動期間中の主な行事

14:00-IS 鈎ほ鉄奈良駅前周辺)

9: )0-11 却奈良市内の交通事故に

よる死傷者は年々場加

しています。

子どものころから、正

しい交通ルールを習慣

づけることが大切です。
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